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担や教員の準備の手間も大きく軽減できた．これ

により受験機会も大幅に増え，酒田光陵高校から

産技短庄内校に入学する学生は全員が IT パスポ
ート試験に合格しており，さらに上級レベルの資

格取得へのモチベーション向上に役立っている．

酒田光陵高校情報科から産技短庄内校電子情報科

に進学した学生が現在保有している資格を，表 2
に示す． 

表 2	 情報科出身学生の保有資格	

資	 格	 名 人数 
情報セキュリティ 
	 	 スペシャリスト試験 

1名 

応用情報技術者試験 1名 
基本情報技術者 3名 
ITパスポート 10名 

 
5.2 実践技術力の育成 

	 実践技術力に関して，Javaプログラミングスキ
ルの仕上がりレベルを確認する目的で「オフィス

ソフトウェア・ソリューション」競技に挑戦して

いる．成績は，1 年生で参加した昨年の山形県大
会では入賞を逃したものの，2 年生の今年の沖縄
大会では全国 2位に相当する銀賞を受賞し，平成
29年 10月にアブダビで開催される技能五輪国際
大会の日本代表に決定した． 
	 この学生は，連携カリキュラムを先取りする形

で学習して来ており，2 年後に連携カリキュラム
で育った学生が入学して来るようになると 1年生
での入賞も狙えるものと期待している． 
 
5.3 特別な才能の発掘と育成 

	 高校 2年生の春の「ネットワーク講習合宿」は，
特別な才能の発見を念頭に数名の対象者を選抜し

て育成を行っている．その中から，優秀な生徒は

高校 3年生で若年者ものづくり競技大会の「ITネ
ットワークシステム管理」競技に参加し，産技短

庄内校の 1年生からは能力に応じて，技能五輪全
国大会「ITネットワークシステム管理」競技ある
いは若年者ものづくり競技大会に参加している． 
	 この方式で育成した最初の学生は，産技短庄内

校の 1 年生で参加した第 53 回技能五輪全国大会
（千葉県）では入賞を逃したものの，2 年生で参
加した今年の第 54回技能五輪全国大会（山形県）
では 4位（3位空席）に相当する敢闘賞を受賞し
た．この方式の育成は毎年続けており，今後はネ

ットワークにとどまらず，プログラミングなどの

分野にも広げていきたい． 
 
5.4 一期生の活躍 

	 酒田光陵高校から電子情報科実践コースに進学

した一期生 3名は，連携カリキュラムを先取りす
る形で高大の教育を受け，現在は産技短庄内校の

2 年生である．1 名は技能五輪全国大会で敢闘賞
を，もう 1名は若年者ものづくり競技大会で銀賞
を受賞し，技能五輪国際大会に出場するまでに成

長した． 
	 3 名とも県内の有力企業への就職も内定してい
る．競技会での優秀な成績も含め，酒田光陵高校

と連携して，人材育成に努めた結果を，地元企業

が大いに評価してくれたものと考えている．今後

は企業の中で現実の課題解決の最前線で大いに力

を発揮して欲しいと考えている．  
 
6．おわりに  

	 本格的な評価はこれからだが，3 年間の育成実
績から，本 5年一貫教育により ICT技術を活用し
てイノベーションをけん引できる中堅技術者（チ

ームリーダ），あるいは世界を変える，未来を変え

る「IT技術者」を育成する基盤はできつつあると
感じている． 
	 高大 5年一貫教育を実施するにあたり，酒田光
陵高校と産技短庄内校の担当者による「5 年一貫
教育連携推進会議」を毎月開催した．この会議に

留まらず，高大の教員が気兼ねなく連絡できる関

係づくりに努めた．高大連携の成功の鍵は，良好

なコミュニケーション環境が構築できるかどうか

にかかっている． 
	 「地域内 5年一貫教育」は，SPH事業にも盛り
込まれている．SPH 事業は今年度で終了するが，
5 年一貫教育については，来年度以降も推進して
いく．月に一度の「5 年一貫教育連携推進会議」
も継続して行く． 
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要旨： 電子情報科では，高校で情報技術を学んだ人を対象に「さらに深く」学ぶためにコース別授業を行っ

ている．その先の到達目標の一つとして，昨年度から若年者ものづくり競技大会「オフィスソフトウェア・ソ

リューション」職種に学生を参加させている．前回に引き続き参加した山本諒君が第 11回大会にて銀賞を受
賞した．競技会とその練習方法について報告する． 
キーワード: オフィスソフトウェア・ソリューション，若年者ものづくり競技大会 

 
１．はじめに 

電子情報科では，「自ら学び自ら成長し，ICT技
術（情報通信技術・組み込み技術）を活用してイ

ノベーションをけん引できる中堅技術者（チーム

リーダ）を育成すること」を教育目標の一つにし

ている．また高校で情報技術の基礎を学んだ人向

けに「情報技術者育成実践コース（実践コース）」

を開設し，高校で学んだ情報技術の「その続きを

さらに深く」学べるようにしている．「さらに深く」

学んだ先の到達目標の一つとして，昨年度から若

年者ものづくり競技大会の「オフィスソフトウェ

ア・ソリューション」職種へ電子情報科の学生を

参加させてきた．前回に引き続き参加した電子情

報科２年の山本諒君が今年度の第 11 回大会にて
「銀賞（第 2位）」をいただくことができた．この
場で競技会ならびにそれに対する練習方法などを

報告する． 
 
２．電子情報科の学習内容 

2.1 3つの応用分野 
電子情報科のカリキュラムは以下の 3つの応用
分野で構成されている． 
・プログラミング・アプリ開発系 
・ネットワーク・システム構築系 

・組み込み系 
「プログラミング・アプリ開発系」では，Java
言語などのプログラミング言語を学習し，アプリ

ケーションの開発を行う．さらにスマートフォン

（Android）で動作するAndroidアプリケーション，
Web サーバ上で動作する Web アプリケーション
などの開発を学習する． 

 
2.2 プログラミング・アプリ開発系の学習内容 
プログラミング・アプリ開発系では，以下のと

おり基礎から順に学習する． 
(1) 1年前期 
・ソフトウェア工学基本実習Ⅰ 

Java言語（基本制御構造，配列，メソッド） 
・データの加工とプレゼン技法 

HTML，CSSによるWebページ作成 
(2) 1年後期 
・ソフトウェア工学基本実習Ⅱ 

JavaScript，jQuery，Ajax 
・オブジェクト指向技術Ⅰ 

Java言語（オブジェクト指向，継承，カプセ
ル化，多態性） 
・データベース 

SQL言語（DDL, DML, DCL），正規化 
(3) 2年前期 
・ソフトウェア工学応用実習 

PHP，Webアプリケーション作成 
・オブジェクト指向技術Ⅱ 

Androidアプリケーション作成 

─29─



 第 11回若年者ものづくり競技大会に対しての指導と報告 ‐オフィスソフトウェア・ソリューション‐ 

山形県立産業技術短期大学校紀要 Vol.13, 2017 
 

３．オフィスソフトウェア・ソリューション職種

とは 

3.1 若年者ものづくり競技大会 1)とは 
若年者のものづくり技能に対する意識を高め，

若年者を一人前の技能労働者に育成するために技

能習得の目標を与え，技能を競う場として開催さ

れている．そのため職業能力開発施設，工業高等

学校等において，原則として技能習得中の企業に

就業していない 20 歳以下の若年者を対象として
いる．今年度開催の第 11回大会では，メカトロニ
クス，機械製図（CAD）などの 14 職種の競技が
行われた． 
 

3.2 オフィスソフトウェア・ソリューションとは 
3.2.1  競技課題 
オフィスソフトウェア・ソリューション職種の

競技課題は，仮想業務で発生した問題に対してデ

ータベースやプログラミングを用いて問題を解決

するものである．競技は「データベース課題」，「プ

ログラム開発課題」の二つで構成されている． 
データベース課題では，大きく 3つの知識・技
能が問われる．まず 1つ目は，データベースの定
義および修正，テーブルの定義，作成および修正，

CSV形式などデータのインポートなどの「データ
ベースの定義および作成」，2つ目はデータの抽出
及び並び替え処理と，ビュー定義やビューを利用

した処理などの「問い合わせ処理」，3つ目は，作
成したデータベース課題を見やすく，わかりやす

く伝える「プレゼンテーション」である． 
プログラム開発課題では，「Java プログラミン
グ」と「プレゼンテーション」の 2つの知識・技
能が問われる． 
3.2.2  使用機材 
選手 1名につき，下記の機材が一式事務局から
用意される．なおこれは第 11回大会の例である． 
○ハードウェア 
・ノート PC 1 台 
○ソフトウェア 
・OS Windows 8.1 以上 
・DBMS 関連  

MAMP 3.5 に準拠（MySQL 5.5.38 以上，
phpMyAdmin 4.4.10 以上），Connector/J5.1.38 以上，
MySQL Workbench 6.3.6 以上 
・プログラム開発環境  

Eclipse 4.5(Mars)以上， NetBeans 8.1 以上 

・Java  
Java SE 8 以上，JavaFX Scene Builder 2.0 以上 
・Office スイート  

Microsoft Office 16 以上，LibreOffice 5.0.5 以
上 
○USB メモリ 選手 1 名につき 1 つ 
提出物のバックアップに支障が出ない容量のも

の 
○サーバ 競技会場に 2 台 

DBMS の利用や提供データの配布や課題の提
出用 
必要な機材などは，原則として用意されたもの

を使用する．アプリケーションソフトウェアを独

自にインストールして使用することはできないこ

とになっている． 
 
４．第１０回大会に向けた取り組み 

4.1 模擬競技課題 
第 9回大会までの競技課題はマイクロソフト社
のオフィススイートを用いた「データベース課題」

「表計算処理課題」「文書処理課題」および「プレ

ゼンテーション課題」の 4競技課題だった．しか
し第 10 回大会から WorldSkills の仕様 2)に合わせ

てデータベース管理システムには MySQL を，プ
ログラミングには Javaを，プレゼンテーションに
は PowerPointを用いることになった．5月 14日に
公開された模擬競技課題は「通訳派遣会社におけ

る派遣実績の情報」のデータベース化となってい

た． 
4.1.1  データベース課題 
(1) 課題 1 テーブルの作成 

3つの CSVファイルが与えられ，それを正規化
し，データベースならびにテーブルを作成する． 
(2) 課題 2 リレーションシップの作成 
課題 1で作成したテーブルに対し，適切な参照
整合性と外部キーを設定する． 
(3) 課題 3 動作確認 

Connector/Jを使用し，課題 1で作成したそれぞ
れのテーブルからすべての列を取得する Java プ
ログラムを作成する． 
4.1.2  プログラム開発課題 
(1) 課題 1 月ごとの集計プログラムの作成 
集計を行う開始年月，終了年月を入力し，必要

なテーブルを結合し派遣回数の合計，実働時間の

合計などを出力する． 
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 (2) 課題 2 スタッフ派遣状況照会プログラムの

作成 
スタッフ CDの先頭の英字を入力し，必要なテ
ーブルを結合し，その英字で始まる「スタッフ

CD」を持つレコードを指定した順に並べ替えて出
力する． 
4.1.3  プレゼンテーション課題 
(1) 課題 1 プレゼンテーション資料の作成 
データベース課題とプログラム開発課題で作成

したものを説明するためのプレゼンテーション資

料を作成する． 
(2) 課題 2 プレゼンテーション 
課題 1で作成したプレゼンテーション資料を使
って，プレゼンテーションを行う． 

 
4.2 練習メニューと練習方法 
4.2.1  学習環境の構築 
まず最初に公開された競技課題概要を山本君と

一緒に読み，「3.2.3 使用機材」に合わせて，山本
君が普段から持ち歩いているノート PC 上に学習
環境の構築を行った．これは学校だけでなく自宅

でも学習が行えること，および設定を自由に変更

しやすいことを考えて選択した． 
4.2.2  データベースの学習 
前述のとおり競技課題は大きくデータベース課

題とプログラム開発課題から構成されている．大

会までの学習期間は約 2カ月取れたので，まずデ
ータベースを 3週間，続いて Javaの学習を 4週間
と計画を立てた．山本君は高校で SQLの学習を一
度行っているが，そのときは MySQL ではなかっ
た．そのため「基礎からのMySQL（改訂版）3)」

を読みながら，SQLコマンドの知識の定着を図っ
た．また CSVファイルの読み込みもコマンドから
できるようにした．最後に公開されているデータ

ベースの模擬競技課題を作成し必要な知識が身に

付いていることを確認した． 
4.2.3  プログラム開発課題の学習 
電子情報科での Java 言語の学習では Eclipseを

IDE として使用している．そのため開発環境は使
い慣れている Eclipseを使用することとした．しか
しまだデータベースプログラムを作成したことが

なかったので，Connector/Jを用いたサンプルプロ
グラムの作成からスタートした．続いてデータベ

ースの参照，挿入，更新，削除のプログラムを作

成した．最後に公開されている Javaの模擬競技課
題を作成し必要な知識が身に付いていることを確

認した．さらに GUIを作成するための JavaFXを
開発するための環境を整え，簡単なプログラムを

作成できるように学習を行った． 
 

4.3 第 10回大会結果と反省 
4.3.1  第 10回大会結果 
データベース課題では，「CSV ファイルのイン
ポート」「テーブルの正規化」「リレーションシッ

プ作成」「ビュー作成」および「データベースを参

照する Javaプログラム作成」が課題として出題さ
れた．山本君は，「ビュー作成」までで時間となっ

た．プログラム開発課題では，「プラン IDを入力
し，必要なテーブルを結合し，データを一覧表示

するコンソールアプリケーション作成」「上限下限

値を入力し，データを一覧表示するコンソールア

プリケーション作成」と「GUIアプリケーション
作成」および「プレゼンテーションの資料作成」

が課題として出題された．山本君は，最後の「GUI
アプリケーション作成の途中」で，時間になった

ようだ． 
4.3.2  第 10回大会反省 
初めて参加した大会では，上記のとおり，課題

の完成まで至らなかった．その原因をまとめる． 
(1) 使用機材の確認不足 
使用機材にあるとおり，データベースサーバは

選手の使用するノート PC とは別にあり，リモー
ト接続するための Telnetや sshなどのソフトが含
まれていなかった．そのためデータベースを操作

す る に は phpMyAdmin も し く は MySQL 
WorkBenchを使用しなければならなかった．これ
が大きな誤算だった．練習では，Windowsのコマ
ンドプロンプトから SQL コマンドを使用してい
た．急きょ大会では phpMyAdminを手探りで使用
して課題を解くことになった．そのため CSVファ
イルのインポートで文字化けが発生するなどのト

ラブルが発生し時間を要してしまった． 
(2) 時間配分の間違い 
プログラム作成課題の中で，プレゼンテーショ

ン資料も作成するように指示があった．山本君は，

もう少しで出来そうになっていた GUI のプログ
ラムの作成を優先し，プレゼンテーション資料の

作成を後回しにしてしまった．またいざ作ろうと

したときに「どういう風に作ろうか」と悩んでい

るうちに時間が来てしまったそうだ． 
上記の結果残念ながら入賞することができなか

った． 
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５．第１１回大会に向けた取り組み 

5.1 前回大会との比較 
第 10回大会用の競技課題概要では，プレゼンテ
ーション課題が独立した課題として設定されてい

たが，第 11回大会ではデータベース課題とプログ
ラム開発課題のプレゼンテーション項目として取

り込まれていた．使用機材については，OS，各種
ソフトウェアともに最新のバージョンに上がって

いることを除き，ほぼ前回と同じであった．模擬

競技課題については，競技課題概要でプレゼンテ

ーション課題がデータベース課題，プログラム開

発課題の中にそれぞれ含まれるようになったとあ

ったとおり，それぞれの課題の末尾にプレゼンテ

ーションの準備と発表が含まれるようになった．

その他データベースでは，バックアップファイル

の作成が明記された．プログラム開発課題ではス

タッフ情報登録プログラムの作成が新たに増えて

いた． 
 

5.2 練習メニューと練習方法 
大会に向けてやらなければならないこととして，

「phpMyAdminかMySQL WorkBenchのいずれか
のデータベース操作ツールの使いこみ」「小数第 2
位までの表示や 3桁ごとのカンマ表示などの Java
の細かな処理への対応」および「プレゼンテーシ

ョン資料の作成」の３つを挙げた．データベース

操作ツールは，テーブルの定義から E-R図を生成
できるMySQL WorkBenchを使用することに決め
た．まずは今年の使用機材に合わせた学習環境を

構築し直した．続いてデータベースの学習では，

WorkBenchを用いてデーブルを作成し，CSVファ
イルのインポート，バックアップファイルの作成，

リレーションシップ，参照整合性の設定などを行

い，手順を確認した．続いて JavaFX を用いてデ
ータベースとの接続確認を行い，TableView を用
いて一覧表示プログラムを作成した．データの登

録では，プレペアドステートメントを用いて SQL
インジェクション対策を行った．さらに入力もれ

のチェックを行い，漏れがあった時はアラートを

表示するプログラムを作成した．仕上げとして夏

休みを利用して公開されている模擬競技課題 1問
とオリジナルの競技課題 2問の合計 3問を，初日
にデータベース課題，2 日目にプログラム開発課
題およびプレゼンテーションの組み合わせで解き

本番に備えた．前回大会の反省の一つにプレゼン

テーションがあった．今回は 3回の通し練習を行
い，プレゼンテーションの作成にも慣れ，またそ

の発表練習のときに先生方にも参加してもらい，

「アピールポイントを強くアピールすること」な

どのアドバイスをもらうことができた． 
 

5.3 第 11回大会の結果と反省 
山本君はデータベース課題，プログラム開発課

題ともに時間内に課題を解き終えることができな

かった．データベース課題では CSVファイルのイ
ンポートの際に文字化けが発生した．他の選手の

プレゼンテーションを聞くとphpMyAdminでは照
合順序を「utf8_general_ci」に設定する必要があっ
たことが分かった．またリレーションシップでは

データベース操作ツールではなく，SQLコマンド
を使う指定がなされていた．前回の反省を踏まえ，

GUIツールの使いこみばかりを行っていたので対
処できなかった．また複合キーの設定もノーマー

クだった．またリレーションシップ設定のコマン

ドが実行できなかったので，権限についても学習

する必要があるのではないかと思った．プログラ

ム開発課題では，模擬競技課題ではテーブルの参

照と登録だけだったが，実際には更新，削除も出

題され，また課題の中にも条件が 8個設定される
など複雑な機能を持つ高機能なプログラムの作成

が求められた． 
 
６．おわりに 

今回の第 11回大会では，山本君は第 2位に相当
する銀賞を受賞することができた．今回も前回と

似た模擬競技課題が公開されたが，実際の競技課

題は選手だけを集めた別室で説明され，競技後は

回収され，過去の課題としても一切公開されない．

そのため指導を含めた競技対策を取ることが難し

かった．金賞を取った選手が「第 44回技能五輪国
際大会への参加を辞退したので，山本君が「ビジ

ネス業務用 ITソフトウェア・ソリューションズ」
の日本代表に選ばれた．平成 29年 10月 15日から
18日までの 4日間，アラブ首長国連邦・アブダビ
で競技が行われる．さらなる活躍を期待したい． 
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